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第 40 回記念

　　第40回記念第40回記念
　　　　綾部市美術展　　　　綾部市美術展
ギャラリートーク日程ギャラリートーク日程

部  門 日  付 時  間 審査員名（敬称略）

書 2月1日 ㈭ 13:30 ～ 竹　村　香　城 
写  真 2月2日 ㈮ 13:30 ～ 前　田　欣　一 
洋  画 2月3日 ㈯ 10:30 ～ 馬　淵　　　哲 
日本画 2月3日 ㈯ 13:30 ～ 北　村　恵美子 

※会場：あやべ・日東精工アリーナ２階競技場



第40回記念綾部市美術展入賞作品

（敬称略）

賞 部　門 番号 題　　　　　名 氏　　　　名 住　　所

市
展
賞

書 36 慶 森　　　　　啓 舞 鶴 市
洋　画 9 危 険 な ピ ザ 屋 Ⅲ 細　見　茂　樹 宮 津 市
日本画 20 花 の ト ン ネ ル 安　達　明　美 丹 波 市
写　真 56 祈 願 初 土 俵 入 り 古　川　忠　正 福 知 山 市

40
回
記
念
賞

書 28 遊 銅 井 山 高　田　あゆみ 綾 部 市

洋　画
１ 雪解けの水音が近づいてくる 木　村　朱　里 綾 部 市
２ 母 馬 の 嘶 き が 響 き 渡 る 木　村　朱　里 綾 部 市

日本画 10 安 寧 を 守 る 小　滝　ちづ子 福 知 山 市
写　真 50 ひ と 休 み 森　本　高　夫 福 知 山 市

特
　
　
選

書 23 藤 林 正 則 の 歌 白波瀬　暁　美 綾 部 市
書 41 さ を し か の 井　上　はるみ 福 知 山 市
書 47 琴 と 壺 山　内　利　男 福 知 山 市

洋　画 24 暢 遂 後　藤　大　郎 福 知 山 市
日本画 12 春 山 辻　丸　三　代 舞 鶴 市
写　真 25 見 い ～ つ け た 室　木　高　司 綾 部 市
写　真 43 満 足　・ ま ん ぞ く 足　立　順　子 福 知 山 市
写　真 113 金 色 の 海 を 望 ん で 蘓　理　忠　則 福 知 山 市
写　真 115 五 月 の 風 に 舞 う 加　藤　輝　昭 福 知 山 市
写　真 116 異 色 の 共 演 和　久　秀　輝 福 知 山 市

奨
　
励
　
賞

書 27 遊 俠 篇 糸　井　照　美 綾 部 市
書 29 送沈仁甫歸省二章　其二 西　村　美　香 綾 部 市
書 33 睦 美 の 句 大　槻　裕　子 綾 部 市

洋　画 ４ G a r a g e 柴　田　達　哉 亀 岡 市
日本画 16 気 配 藤　田　芙美子 綾 部 市
写　真 ７ 廃 宮 か ？ 河　田　長　友 舞 鶴 市
写　真 11 夜 が 明 け て 穐　田　茂　樹 福 知 山 市
写　真 22 始 ま り の 刻 村　上　正　哉 綾 部 市
写　真 30 ク ラ イ マ ッ ク ス 島　本　和　美 舞 鶴 市
写　真 83 メ ー ル 中 朝　子　政　司 綾 部 市
写　真 85 副 業 は ク リ エ イ タ ー 桜　木　邦　子 綾 部 市
写　真 87 ク リ ス タ ル シ ャ ワ ー 四　方　卓　治 綾 部 市
写　真 93 毛 嵐 と 釣 人 山　口　健　治 綾 部 市
写　真 98 希 望 の 朝 因　幡　孝　一 福 知 山 市
写　真 106 出 番 待 つ 藤　原　泰　男 舞 鶴 市
写　真 118 「 こ ん に ち は 」 土　佐　征　英 福 知 山 市



第40回記念綾部市美術展出品者名簿

【書の部】

委＝委嘱作家　招＝招待作家　市＝市展賞　記＝40回記念賞
特＝特選　奨＝奨励賞　※印は審査の際、賞候補になった作品です。

番号 題　　　名 氏　　名 区分 住　所
1 墨 子「 辞 任 」菱田　友一 綾 部 市
2 李 白 詩 五木　勝美 綾 部 市
3 遠 く の 響 浦井八千代 宇 治 市
4 和 歌 十 首 浦井八千代 宇 治 市
5 顧啓姫が北上するを送る 森脇　瑞子 ※ 福知山市
6 小 坂 先 生 の 語 塩見　民子 福知山市
7 禾 を 観 る 石原真智子 福知山市
8 月夜花下小酌して友人に和す 大槻　昭子 福知山市
9 園田の居に帰る 井上志登美 福知山市
10 沈 仁 甫 が 帰 省 す る

を 送 る 二 章 其 二 足立　恵子 福知山市
11 歐 陽 修 の 詩 大槻　陽子 綾 部 市
12 霊 峰 白 山 田中　和子 舞 鶴 市
13 国 殤 を 弔 す 谷口たつよ 福知山市
14 玉城夕紀先生の言葉 栗山真美子 舞 鶴 市
15 あ か ね さ す 阿江　益美 ※ 福知山市
16 香 自 在 河本　賢一 綾 部 市
17 修 道 養 寿 佐々木康子 福知山市
18 大 江 山 河野　正一 福知山市
19 龍 游 水谷　直美 ※ 福知山市
20 鄭 義 下 碑 臨 伴仲　哲子 綾 部 市
21 隠 遁 西村　　稔 綾 部 市
22 綾部百人一首他 井関　傳一 ※ 綾 部 市
23 藤 林 正 則 の 歌 白波瀬暁美 特 綾 部 市
24 月 下 聽 琴 北山　　守 舞 鶴 市
25 水原秋櫻子四季八句 髙橋　一眞 綾 部 市
26 ほととぎす（新古今集より） 髙橋　一眞 綾 部 市
27 遊 俠 篇 糸井　照美 奨 綾 部 市
28 遊 銅 井 山 高田あゆみ 記 綾 部 市
29 送沈仁甫歸省二章　其二 西村　美香 奨 綾 部 市
30 花 無 心 招 蝶 四方　道子 綾 部 市

番号 題　　　名 氏　　名 区分 住　所
31 白 鳥 髙橋眞知子 綾 部 市
32 臘 梅 大志万直美 ※ 綾 部 市
33 睦 美 の 句 大槻　裕子 奨 綾 部 市
34 月 の 沙 漠 村上　泰子 ※ 綾 部 市
35 星 の 降 る 丘 礒井　初美 綾 部 市
36 慶 森　　　啓 市 舞 鶴 市
37 閑 静 濱田　愛華 ※ 舞 鶴 市
38 人 生 三田　景音 舞 鶴 市
39 秋 天 瑠 璃 白波瀬弘子 綾 部 市
40 花は無心にして 森　　泰健 福知山市
41 さ を し か の 井上はるみ 特 福知山市
42 釋 迢 空 荒川　信良 福知山市
43 雜 詠 徳永　貴光 福知山市
44 北 原 白 秋 伊藤三佐子 福知山市
45 俵 万 智 の 詩 芦田由美子 福知山市
46 自 然 風 月 大槻　祐紀 綾 部 市
47 琴 と 壺 山内　利男 特 福知山市
48 濃 春 煙 景 衣川万由美 ※ 福知山市
49 秋 来 取 一 醉 片山　忠一 京丹波町
50 桃 夭 西尾　惠治 綾 部 市
51 画 中 有 詩 田中美英子 綾 部 市
52 暮 春 之 初 大島　知子 福知山市
53 農 夫 之 慶 根垣万里子 福知山市
54 天 朗 気 清 西村　昭美 福知山市
55 嘉 壽 小田有紀子 福知山市
委 月 照 一 天 雪 齊藤　啓子 綾 部 市
委「 論 語 」 よ り 荻野　義男 綾 部 市
委 商 山 の 早 行 木下　悦子 福知山市
委 王 鐸 臨 岡村とし子 綾 部 市
委 芳 春 己 四方　美澤 綾 部 市



【日本画の部】【洋画の部】
番号 題　　名 氏　　名 区分 住　所
1 森 へ 誘 う 大西　成記 綾 部 市
2 樹 林 坂根富美代 綾 部 市
3 農 家 の 休 日 芦田　哲司 ※ 福知山市
4 鞆 の 浦 上原　典子 ※ 綾 部 市
5 金 魚 椿 森田　栄一 舞 鶴 市
6 群 が る 森田　栄一 舞 鶴 市
7 茜 さ す 赤松ちえ子 綾 部 市
8 伊 根 の 船 屋 山本　満代 綾 部 市
9 も み じ の 庭 園 数江　祥二 福知山市
10 安 寧 を 守 る 小滝ちづ子 記 福知山市
11 名 水 栗原　立子 綾 部 市
12 春 山 辻丸　三代 特 舞 鶴 市
13 タ カ サ ゴ ユ リ 野々垣光雄 綾 部 市
14 コ ス モ ス 野々垣光雄 綾 部 市
15 雪 あ か り 藤田芙美子 綾 部 市
16 気 配 藤田芙美子 奨 綾 部 市
17 雪 げ し ょ う 中野世士夫 綾 部 市
18 猫は舞鶴の海を見たか？ 大町　純子 綾 部 市
19 思 い 岡本　利子 綾 部 市
20 花 の ト ン ネ ル 安達　明美 市 丹 波 市
21 い に し え の 荒木　文子 ※ 綾 部 市
委 き ら め く 上原　敦子 綾 部 市
委 春 間島　幸子 福知山市
委 山 紫 水 明 荒樋まゆみ 綾 部 市
委 6 月 の 夢 上柿　明美 綾 部 市

番号 題　　名 氏　　名 区分 住　所
1 雪解けの水音が近づいてくる 木村　朱里 記 綾 部 市
2 母馬の嘶きが響き渡る 木村　朱里 記 綾 部 市
3 ハタ語.23.05.18：10 秦　良由哉 ※ 綾 部 市
4 G a r a g e 柴田　達哉 奨 亀 岡 市
5 福岡県。北の海 白波瀬芳忠 綾 部 市
6 渓 谷 の 滝 八木　一男 舞 鶴 市
7 2兆年後のLULLABY 加藤　友子 福知山市
8 巣 立 ち 松家　　慈 綾 部 市
9 危険なピザ屋Ⅲ 細見　茂樹 市 宮 津 市
10 井 根 山 山 麓 上原　　守 綾 部 市
11 松 陰 神 社 梅原　紫式 京 都 市
12 未 修 羅 梅原　紫式 京 都 市
13 街 山下　大輝 ※ 綾 部 市
14 合 掌 土 偶 吉川　教子 ※ 舞 鶴 市
15 水 源 の 里 野々垣光雄 ※ 綾 部 市
16 黄 色 に 染 る 野々垣光雄 ※ 綾 部 市
17 B i s q u e  d o l l 四方　堂貴 綾 部 市
18 秋 の 並 木 道 林　　眞澄 綾 部 市
19 田 舎 の 風 景 穴田　好枝 綾 部 市
20 カ リ ガ ン ダ キ 川 の

渓 谷　 ガ ー サ 付 近 佐金麻衣子 綾 部 市
21 舞 鶴 佐金麻衣子 綾 部 市
22 国 宝　 二 王 門 岡田　尚子 綾 部 市
23 杣 道 後藤　一郎 福知山市
24 暢 遂 後藤　大郎 特 福知山市
委 午 後 の 公 園 久田　博基 綾 部 市
委 寂 の 情 景 大槻　重義 綾 部 市
委 山 里 河田　　晋 福知山市
招 残 映 野崎　義典 綾 部 市



【写真の部】
番号 題　　名 氏　　名 区分 住　所
1 ん          !? 大内　昌男 福知山市
2 床 も み じ 大内　節子 福知山市
3 春 風 に ゆ ら ぐ 梅原　成元 綾 部 市
4 やすらぎの空模様 梅原　昌江 綾 部 市
5 うつろうススキ野 安原　伸次 舞 鶴 市
6 千年カツラの気吹き 安原　伸次 舞 鶴 市
7 廃 宮 か ？ 河田　長友 奨 舞 鶴 市
8 想 い 出 作 り 塩見　一則 綾 部 市
9 水 面 に 咲 く 塩見　一則 綾 部 市
10 秋 色 彩 美 穐田　茂樹 福知山市
11 夜 が 明 け て 穐田　茂樹 奨 福知山市
12 旅 立 ち の 日 酒井　紀行 京 都 市
13 村 の 儀 式 酒井　紀行 京 都 市
14 命 育 む 岩見　修一 綾 部 市
15 秘 境 岩見　修一 綾 部 市
16 特 等 席 木﨑　　誠 ※ 福知山市
17 立 岩 雪 化 粧 木﨑　　誠 福知山市
18 夢 樋口　光男 ※ 福知山市
19 な の 花 の 詩 芦谷　光倫 綾 部 市
20 舞 夢 築山　忠則 ※ 京丹波町
21 桜 築山　忠則 京丹波町
22 始 ま り の 刻 村上　正哉 奨 綾 部 市
23 蒼い空降り注ぐ陽 浅野　三雄 ※ 京丹波町
24 明日に向かって飛 浅野　三雄 ※ 京丹波町
25 見 い ～ つ け た 室木　高司 特 綾 部 市
26 ひ そ や か に 堀島　信之 福知山市
27 乱 舞 霜尾　敏和 舞 鶴 市
28 朝 焼 け 今田　　孝 綾 部 市
29 夜明けまで一時 今田　　孝 綾 部 市
30 クライマックス 島本　和美 奨 舞 鶴 市
31 渦 潮 沸 く 島本　和美 ※ 舞 鶴 市
32 生 命 繋 ぐ 鈴木　　隆 綾 部 市
33 祖 母 鈴木　　隆 ※ 綾 部 市
34 季 節 の 訪 れ 金本　一郎 福知山市

番号 題　　名 氏　　名 区分 住　所
35 大 地 を 耕 す 金本　一郎 ※ 福知山市
36 染 ま る 池 山口　正則 福知山市
37 冷 え 込 む 朝 山口　玲子 ※ 福知山市
38 時 の 流 れ 和田　国広 福知山市
39 威 嚇 村上　正美 綾 部 市
40 刻 の 轍 村上　正美 ※ 綾 部 市
41 初 冬 大地洋次郎 福知山市
42 舞 鶴 港 夜 景 岸本　博秋 綾 部 市
43 満足・まんぞく 足立　順子 特 福知山市
44 紅 蓮 の 夕 景 西田　眞弘 福知山市
45 春 の １ 日 平田　　仁 舞 鶴 市
46 郷 愁 平田　　仁 舞 鶴 市
47 が ん ば る ぞ !! 重野　哲雄 ※ 綾 部 市
48 今 年 も 会 え た な 重野　哲雄 綾 部 市
49 晩 秋 の 峠 森本　高夫 福知山市
50 ひ と 休 み 森本　高夫 記 福知山市
51 炎 の 祈 り 横田　市郎 福知山市
52 花やかなあやべの夏 横田　市郎 福知山市
53 希 望 細川　洋子 綾 部 市
54 夏 の 雫 細川　洋子 綾 部 市
55 夏 休 み 衣川　一之 舞 鶴 市
56 祈願初土俵入り 古川　忠正 市 福知山市
57 珍客コウノトリ 古川　忠正 福知山市
58 古 木 紅 葉 桝井　節夫 名古屋市
59 と ま ど い 桝井　節夫 名古屋市
60 それぞれの視線 森治　孝雄 福知山市
61 棚 田 の 秋 白木　文枝 福知山市
62 子 を 守 る 白木　勇治 福知山市
63 カ ラ フ ル 松本　敏信 福知山市
64 虎 の 尾 松本　敏信 福知山市
65 ド ラ ゴ ン 出 現 有本　隆司 舞 鶴 市
66 光 彩 有本　隆司 ※ 舞 鶴 市
67 朝 の し じ ま 有本　桂子 舞 鶴 市
68 琥 珀 い ろ 河北ひさ子 ※ 綾 部 市



【参考出展の部】

番号 題　　名 氏　　名 区分 住　所
69 寒 い 朝 河北ひさ子 綾 部 市
70 終 焉 の 輝 き 松岡　秀雄 舞 鶴 市
71 安 ら ぎ の 参 道 松岡　秀雄 舞 鶴 市
72 静 寂 の 水 辺 柴田　仁実 綾 部 市
73 旅 の 途 中 柴田　仁実 綾 部 市
74 錦 秋 堀江　廣明 綾 部 市
75 二 輪 堀江　廣明 綾 部 市
76 鎮 魂 北村　始子 京丹波町
77 王 梅 北村　始子 京丹波町
78 雄 大 塩尻　正明 綾 部 市
79 束 の 間 塩尻　正明 綾 部 市
80 秋 の 雨 音 四方　純子 綾 部 市
81 寒 羽 四方　純子 ※ 綾 部 市
82 ヘッドライト＆テールライト 朝子　政司 綾 部 市
83 メ ー ル 中 朝子　政司 奨 綾 部 市
84 う み い ろ の 風 桜木　邦子 綾 部 市
85 副業はクリエイター 桜木　邦子 奨 綾 部 市
86 光 さ す 大 地 四方　卓治 綾 部 市
87 クリスタルシャワー 四方　卓治 奨 綾 部 市
88 白 鷺 の 祭 り 四方　國裕 綾 部 市
89 重 い 四方　國裕 綾 部 市
90「 鉄 　 猫 」梅原　　隆 綾 部 市
91「 回 せ 回 せ 」梅原　　隆 綾 部 市
92 草 原 の 夜 明 け 山口　健治 ※ 綾 部 市
93 毛 嵐 と 釣 人 山口　健治 奨 綾 部 市
94 凍 て る 朝 岡本　律子 福知山市
95 一 筋 の 光 平井　敏通 綾 部 市
96 泥んこラグビー 因幡　澄子 ※ 福知山市
97 湖 焼 因幡　孝一 福知山市
98 希 望 の 朝 因幡　孝一 奨 福知山市
99 森 の 秋 橋本　清隆 舞 鶴 市
100 静 清 はたの与彦 舞 鶴 市
101 錦 秋 に 染 ま る 中澤　較正 舞 鶴 市
102 橋 梁 中澤　較正 舞 鶴 市
103 夕 暮 れ 出 漁 もりこうめい ※ 養 父 市

番号 題　　名 氏　　名 区分 住　所
104 ざ ん ね ん 小山　嘉昭 福知山市
105 刻 刻 と 藤原　泰男 舞 鶴 市
106 出 番 待 つ 藤原　泰男 奨 舞 鶴 市
107 大 空 に 舞 う 松井　直人 福知山市
108 春 の 目 覚 め 松井　直人 福知山市
109 残 り 美 芦田　正己 福知山市
110 色づく季節の中で 芦田　正己 福知山市
111 錦 秋 森下　洋子 舞 鶴 市
112 春 の き ざ し 森下　洋子 舞 鶴 市
113 金色の海を望んで 蘓理　忠則 特 福知山市
114 好 天 加藤　輝昭 福知山市
115 五 月 の 風 に 舞 う 加藤　輝昭 特 福知山市
116 異 色 の 共 演 和久　秀輝 特 福知山市
117 プリマ・バレリーナ 土佐　征英 福知山市
118「 こ ん に ち は 」土佐　征英 奨 福知山市
委 透 翠 安達　秀敏 綾 部 市
委 夕 映 え 塩見　博之 綾 部 市
委 秋 愁 芦田千賀子 綾 部 市

番号 題　　名 氏　　名 住　所
1 ビードロを吹く女 出口　勝巳 綾 部 市
2 見 上 げ る 銀 河 出口　勝巳 綾 部 市
3 和 紙 灯 篭 岡垣　治輝 福 知 山 市

来年度もぜひ、来年度もぜひ、
綾部市美術展に綾部市美術展に
ご応募下さい♪ご応募下さい♪



◉40年の部
　【日本画】　　上原　敦子(委)

◉30年の部
　【　書　】　　井関　傳一　　　　岡村とし子(委)　　荻野　義男(委)　　木下　悦子(委)　　
　　　　　　　四方　美澤(委)　　 伴仲　哲子
　【写　真】　　芦谷　光倫

◉20年の部
　【　書　】　　芦田由美子　　　　浦井八千代　　大槻　祐紀　　大槻　裕子　　白波瀬暁美
　【洋　画】　　久田　博基(委)
　【日本画】　　小滝ちづ子
　【写　真】　　安達　秀敏(委)　　 梅原　　隆　　和田　国広

◉10年の部
　【　書　】　　井上志登美　　　　片山　忠一　　田中美英子　　髙橋　一眞　　西尾　惠治
　　　　　　　菱田　友一　　　　村上　泰子
　【洋　画】　　穴田　好枝　　　　上原　　守　　岡田　尚子　　野々垣光雄
　【日本画】　　荒樋まゆみ(委)　　 藤田芙美子　　山本　満代

　【写　真】　　芦田千賀子(委)　　 因幡　孝一　　因幡　澄子　　梅原　成元　　梅原　昌江
　　　　　　　岡本　律子　　　　 大内　昌男　　大内　節子　　木﨑　　誠　　岸本　博秋
　　　　　　　塩見　博之(委)　　 塩尻　正明　　鈴木　　隆　　蘓理　忠則　　築山　忠則
　　　　　　　土佐　征英　　　　 中澤　較正　　西田　眞弘　　はたの与彦　　藤原　泰男
　　　　　　　堀島　信之　　　　 松本　敏信　　村上　正美　　室木　高司　　山口　健治　
　　　　　　　横田　市郎　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（委）＝委嘱作家　

連続出展者表彰　感謝状贈呈者連続出展者表彰　感謝状贈呈者（敬称略）（敬称略）

第40回記念綾部市美術展審査・入賞作品の講評

　【書の部】	 興朋会会員　　竹　村　香　城

　40回展の開催おめでとうございます。今回もよく書き込まれた力作ぞろいで、レベルの高さを感じました。題材選びか
らも思いのこもった作品であることを感じます。身の引き締まる思いで審査をさせていただきました。
　市�展賞「慶」…パンチの効いた力強い線で堂々と書かれています。小書きもしっかりとリズム良く、行の流れも美しい。
赤い紙と墨色の調和も見事で作品に独特の風格を与えています。

　記�念賞「游銅井山」…文字の上下、左右への兼ね合いがよく考えられていて、行の流れと行間が非常に美しく、上手く
まとまった秀作です。運筆のリズムもよく確かな技量を感じました。

　特�選「藤林正則の歌」…力強さの中に温かみを感じる作品です。墨量の変化や文字の大小、太細を効果的に生かし、漢字、
ひらがな、カタカナがうまく調和して素晴らしい仕上がりです。

　特�選「さをしかの」…しっかり筆を立てて書くことで細く厳しい線も、ふっくらとした優しい線も自在に表現されて、
全体の流れが美しい作品です。

　特�選「琴と壺」…文字の画数の違い、疎密を考えて上手く構成された魅力ある作品です。刀法もすばらしく、切れ味の
良い線で力強さを感じます。
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　【日本画の部】	 日展会員　　北　村　恵美子

　【写真の部】	 ㈳日本写真家協会会員　　前　田　欣　一

　出品数は少ないものの、祈りを込めた作品からユーモラスで笑いを誘うもの、作者の解説を聞きたいと思う不思議な作
品まで、独自のテクニックや表現方法を用いた多様な作品があり、楽しく拝見しました。皆さんが創意工夫しながら真摯
に制作しておられる様子が作品から伝わってきます。惜しくも賞を逃した「農家の休日」は雪に包まれた農村の静寂、「鞆
の浦」は気負いのない素直な筆運び、「いにしえの」は引き戸の奥に鑑賞者各々の記憶にある『懐かしいもの』を思い起こ
させる巧みさ、に魅力を感じました。
　市�展賞「花のトンネル」…華やかなピンクと大胆なアーチの構成が印象的な、インパクトのある作品で、作者の感動が
ダイレクトに伝わってきます。補色の緑の使い方が効果的で、ピンク色にも変化があり、個性が際立ちます。

　記�念賞「安寧を守る」…今の社会情勢から誰しもが抱くであろう、『想い・願い・祈り』を込めた秀作です。丁寧な仕事
に作者の力量を感じます。

　特�選「春山」…水彩画のような薄塗りの遠景が明るい春の日差しを感じさせ、手前の樹木は濃い絵具で枝先までしっか
りと描き込み、奥行きを出しています。

　奨�励賞「気配」…下地の水墨の仕事が絵に深みを与え、絵の具の色や表現とのバランスも良く、小品ながら存在感のあ
る作品に仕上げています。

　昨年に引き続き審査をさせていただきました。やはりレベルが高く悩みました。
今年は 40 回記念の年なので賞も一つ増え昨年少なかったスナップも多く出展されているので賞を選ぶのが難しかったです。
　市�長賞「祈願初土俵入り」…土俵で一生懸命泣いているお子さんの表情と大事そうに見つめている行司さんの表情をと
らえていて泣き声が聞こえてきそうな写真です。何よりもローアングルが素晴らしい。

　記�念賞「ひと休み」 …踊り疲れた踊り子さんが腰を下ろして休んでる姿をお尻を強調してコミカルに表現されてます。程
よいカメラの高さです。

　特�選「見ぃ～つけた」…見つけた？それとも見つかってしまった？本物のバッタですがまるで擬人化した作り物の様です。
コミカルで面白い。

　特�選「満足、まんぞく」…頑張って収穫されたのでしょう、腰がかなりだるそうですが　それを上回るほどの作物を前
にしてのご婦人の笑顔、おいしいよ食べてとの言葉が伝わってきます。

　特�選「金色の海を望んで」…黄金色に染まった棚田と海シルエットの稲と人そして船。光と影の表現が脳裏に焼き付き
ます。見ているだけで癒される作品です。

　特�選「五月の風に舞う」…気持ちよく舞っているこいのぼり、この舞いが撮れるまで風を待たれたのが目に浮かびます。
望遠の圧縮効果を使っ絶妙な重なり具合が良いです。

　特�選「異色の共演」…ひまわりにかぶさる雪。真夏と真冬が同時にきたような目を疑う光景。寒々とした色のコントラ
ストも美しいですね。

◆◆主催主催◆◆　　　　　　◆◆事務局事務局◆◆
  綾部市　　　  〒623-8501　綾部市若竹町8-1　TEL(0773）42-4356  綾部市　　　  〒623-8501　綾部市若竹町8-1　TEL(0773）42-4356
　　　　　　　  定住交流部　文化・スポーツ振興課　　　　　　　  定住交流部　文化・スポーツ振興課

　【洋画の部】	 新制作協会会員　　馬　淵　　　哲
　力強い作品が展示され、作品から感じる情熱や意味が非常に印象的でした。作品との対話を通して、自分なりの解釈や
感想を得ることができる点が素晴らしかったです。繊細に選ばれたモチーフが生き生きと描かれ、その中には楽しさが感
じられました。どの作品も力強さや深みがあり、全体として素晴らしい出来栄えでした。皆様の次回作を心から楽しみに
しています。
　市�展賞「危険なピザ屋Ⅲ」…異色なモチーフの組み合わせとハイアングルの構図が斬新で魅力的であり、丹念な描写に
引き込まれました。ピザの鮮やかな色調が絵にダイナミズムをもたらし、全体の活気を際立たせています。異なる要
素が絶妙に組み合わさり、不思議ながらも調和している点が特筆されます。新しい視点と楽しさを提供する秀作です。

　記�念賞「雪解けの水音が近づいてくる」「母馬の嘶きが響き渡る」…里山の古民家や茅葺き屋根の葺き替えを描いた本作は、
人々の営みと自然の調和を感じさせる感動や安らぎをもたらしています。筆のタッチは繊細でありながらも力強く、色
使いは清冽で穏やかな雰囲気を醸し出しています。自然と調和した里山の空気感を美しく情感豊かに描いた秀作です。

　特�選「暢遂」…木立の配置や形状はダイナミックであり、成長する木々のエネルギーと進化の流れが感じられます。木々
の輝きとエネルギーが際立ち、自然の中での活気に満ちた瞬間が美しく表現されています。リアルな描写と丹念な筆
致が絵に奥行きと深みを与えています。自然の進化と生命の美しさを描いた良作です。

　奨�励賞「Garage」…修理作業が進行中であることを感じさせる構図と車のデザインを忠実に表現した丹念な描写が、ガ
レージのリアリティを見事に伝えています。柔らかな光がガレージ内を照らし、冷たい工業的な雰囲気に温かみと深
みを添えています。工業製品を愛でる眼差しがノスタルジアとリアリティを生み出す佳作です。


